
ネイチャー・インダストリー研究の優秀８作品を表彰

生
駒
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
名

古
屋
工
業
大
学
の
石
井
助
教

曽根支社長から表彰を受ける
龍谷大学の永瀬助教の代理

　大阪科学技術センターは 月 日、日刊工業新聞
社（モノづくり日本会議）と共催で、「自然の叡
智」に関する研究に取り組む若手研究者を奨励する
「第２回ネイチャー・インダストリー・アワード
（ＮＩＡ）～若手研究者からの発信～」を開いた。
若手研究者がポスター展示を通し研究内容を産業界
に発信、企業との連携機会を探る。原則 歳以下の
若手研究者から優れた研究が数多く紹介され、会場
となった大阪科学技術センター（大阪市西区）には
約 人が訪れ、優秀案件の表彰式と講演会などが
実施された。

主
催
　
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
　
　
　
共
催
　
日
刊
工
業
新
聞
社
（
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
）

主催者あいさつ

「自然の叡智」研究を奨励ＯＳＴＥＣ賞に名古屋工業大学助教石井大佑氏ら
～若手研究者からの発信～

授賞式

新規性・独創性に優れたシーズ表彰

医
療
・
材
料
・
機
械
・
環
境
な
ど
４
分
野
対
象

　
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
・
ア
ワ
ー
ド
」
で
は

「
自
然
の
叡
智
」
に
関
す
る
研

究
を
表
彰
し
た
。
こ
の
研
究
は

動
植
物
が
有
す
る
構
造
や
自
然

界
の
機
構
、
機
能
な
ど
、

自

然
の
叡
智

を
産
業
技
術
に
応

用
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も

の
。
単
な
る
自
然
現
象
の
解
明

に
留
ま
ら
ず
、
産
業
応
用
に
つ

な
げ
る
考
え
で
研
究
す
る
シ
ー

ズ
を
対
象
に
し
て
い
る
。

　
発
表
シ
ー
ズ
は
生
体
・
医
療

分
野
、
材
料
・
デ
バ
イ
ス
開
発

分
野
、
機
械
・
生
産
シ
ス
テ
ム

分
野
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
技

術
分
野
の
４
分
野
。
関
西
以
外

に
全
国
の
大
学
や
高
等
専
門
学

校
か
ら
若
手
研
究
者

原
則

歳
以
下

の
ポ
ス
タ
ー
計

件

が
会
場
の
大
阪
科
学
技
術
セ
ン

タ
ー
８
階
中
ホ
ー
ル
で
披
露
さ

れ
た
。

　
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
表
彰
で

は
、
新
規
性
や
独
創
性
に
優
れ

た
シ
ー
ズ
を
表
彰
す
る
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
賞
に
名
古
屋
工
業
大
学
の

石
井
大
佑
助
教
ら
の
研
究
グ
ル

ー
プ
、
実
用
化
の
可
能
性
が
高

い
シ
ー
ズ
に
対
し
て
の
技
術
開

発
委
員
会
賞
に
大
阪
府
立
大
学

の
遠
藤
達
郎
准
教
授
、
応
用
分

野
が
広
く
、
わ
が
国
の
モ
ノ
づ

く
り
に
寄
与
す
る
シ
ー
ズ
の
日

刊
工
業
新
聞
社
賞
に
龍
谷
大
学

の
永
瀬
純
也
助
教
を
選
出
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
参
加
者
に
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
な
ど
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
優
れ
た
研

究
発
表
で
５
件
を
特
別
賞
と
し

て
選
ん
だ
。
審
査
委
員
会
は
大

阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
技
術
開

発
委
員
会
幹
事
会
が
務
め
た
。

講
演

金
沢
大
学
名
誉
教
授
尾
田
十
八
氏

　
お
だ
・
じ
ゅ
う
は
ち
　

年

昭

金

沢
大
院
修
士
課
程
修
了
。
同
大
院
自
然
科
学

研
究
科
教
授
な
ど
を
経
て
現
在
、
同
大
名
誉

教
授
。
専
門
は
材
料
力
学
、
設
計
工
学
、
バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
。
著
書
に

生
物
工
学
と
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン

な
ど
。
受
賞
歴
は
日
本
機
械
学

会
賞
な
ど
。
石
川
県
出
身
、

歳
。

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
会
長
生
駒
昌
夫
氏

　
自
然
界
の
構
造
や
機
能
を
産

業
技
術
の
発
展
に
応
用
す
る
試

み
が
活
発
化
し
て
い
る
。
ネ
イ

チ
ャ
ー
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・

ア
ワ
ー
ド
は
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
背
景
に
若
手
研
究
者
を

支
援
す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
、

今
回
で
２
回
目
を
迎
え
た
。

「
自
然
の
叡
智
」
を
研
究
す
る

若
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
意
味
合

い
と
と
も
に
、
そ
の
シ
ー
ズ
を

産
業
界
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
今
回

は
前
回
に
比
べ
て
シ
ー
ズ
の
範

囲
を
広
げ
、
全
国
の
高
等
専
門

学
校
や
研
究
機
関
に
も
声
を
か

け
た
。
結
果
、
総
数

件
の
応

募
が
あ
り
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
も
力
作
が
集
ま
っ
た
。
こ

れ
を
機
会
に
若
手
研
究
者
の
方

々
に
は
企
業
な
ど
か
ら
の
大
き

な
支
援
を
受
け
、
前
向
き
に
研

究
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

日
刊
工
業
新
聞
社
取
締
役
大
阪
支
社
長
曽
根
洋
一

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、

世
紀
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
誘
導
、
け
ん
引
す
る
分
野

で
あ
る
と
強
く
確
信
し
て
い

る
。
自
然
や
生
物
を
中
心
に
多

様
な
分
野
の
学
問
領
域
を
盛
り

込
ん
で
い
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
し
や
す

く
重
要
な
核
に
な
り
得
る
取
り

組
み
と
い
え
る
。
今
や
、
先
進

国
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も

の
に
責
任
を
問
わ
れ
る
時
代
を

迎
え
て
い
る
。
時
代
に
相
応
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
え
る

た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し

て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
非

常
に
大
き
い
。
日
刊
工
業
新
聞

で
は
す
そ
野
の
広
が
り
に
力
強

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
技
術
進
化

を
広
く
紹
介
し
、
社
会
意
識
の

形
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

自
然
に
学
ぶ
も
の
づ
く
り
｜
ス
ー
パ
ー
か
ら
く
り
の
世
界
を
活
か
す
｜

工業技術、進化するほど生物に似る

　
研
究
生
活
の
後
半
で
興
味
を

持
っ
た
の
が
「
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
分
野
。
工

学
技
術
は
進
歩
す
る
ほ
ど
得
ら

れ
る
内
容
は
生
物
の
分
野
に
近

似
し
て
く
る
と
言
わ
れ
る
。
現

状
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
す
る
企

業
が
多
い
が
、
究
極
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
制
御
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
は
人
間
の
脳
と
も
言
え
る
。

た
だ
人
間
の
脳
は
パ
タ
ー
ン
認

識
や
連
想
力
に
優
れ
似
顔
絵
を

描
い
た
り
で
き
る
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
は
そ
こ
ま
で
行
か

な
い
。
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
は
生
物
の
脳
の
情
報
処
理
を

研
究
す
る
生
物
的
手
法
の
分
野

で
あ
り
、
工
学
的
技
術
の
中
で

も
計
算
力
学
や
最
適
設
計
、
新

材
料
技
術
な
ど
で
進
化
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
自
然
に
や
さ
し
い

設
計
技
術
の
開
発
・
応
用
も
進

ん
で
い
る
。

　
私
は

年
前
に
通
商
産
業
省

現
経
済
産
業
省

の
補
助
を

受
け
て
、
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
の
講
座
を
手
掛
け
た
こ
と

が
あ
る
。
１
９
７
７
年
こ
ろ
に

竹
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
多
機
能
・
多
目
的

構
造
な
ど
の
構
造
設
計
論
の
知

見
を
深
め
た
。
そ
の
後
、
構
造

・
材
料
設
計
の
新
最
適
法
と
し

て
「
知
的
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ

ン
」
を
開
発
、
特
許
申
請
し
て

い
る
。

　
次
に
生
物
の
特
徴
例
を
示

す
。
イ
チ
ョ
ウ
は
寿
命
が
長
く

生
き
た
化
石
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
イ
チ
ョ
ウ
の
樹
皮
は
コ
ル

ク
質
で
樹
体
を
保
護
し
て
い

る
。
温
度
変
化
の
環
境
に
強
く

江
戸
時
代
に
は
日
除
け
の
た
め

に
、
わ
ざ
わ
ざ
イ
チ
ョ
ウ
を
計

画
的
に
植
え
た
と
い
う
話
も
聞

く
。
ま
た
あ
ら
ゆ
る
木
が
燃
え

て
も
、
イ
チ
ョ
ウ
は
生
存
す
る

た
く
ま
し
さ
も
併
せ
持
つ
。
思

え
ば
、
金
沢
大
学
に
も
大
き
な

イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
あ
っ
た
。

　
与
謝
野
晶
子
の
残
し
た
短
歌

に
「
金
色
の
ち
ひ
さ
き
鳥
の
か

た
ち
し
て
銀
杏

ち
る
な
り
夕
陽

の
岡
に
」
と
い

う
一
首
が
あ

る
。
イ
チ
ョ
ウ

は
実
を
熟
す
と

外
種
皮
が
強
い

異
臭
を
放
つ
。

そ
の
に
お
い
を

嫌
い
大
部
分
の

動
物
は
食
べ
よ

う
と
し
な
い
。

ま
た
イ
チ
ョ
ウ

は
１
本
の
木
で

数
百
の
実
を
育

て
る
。
最
初
の

結
実
ま
で
に

年
程
度
の
日
数
を
要
す
る
が
、

一
度
実
る
と
長
く
実
を
付
け

る
。
生
物
を
研
究
す
る
う
え
で

重
要
な
こ
と
は
、
生
息
し
て
い

る
事
象
の
シ
ス
テ
ム
化
に
注
視

す
る
こ
と
。
生
物
は
多
目
的
多

機
能
な
構
造
を
備
え
て
い
る
。

　
鳥
類
の
キ
ツ
ツ
キ
は
１
日
に

５
０
０
―
６
０
０
回
、
木
の
幹

を
つ
つ
く
ド
ラ
ミ
ン
グ
行
動
を

す
る
。
巣
作
り
や
木
の
中
の
虫

を
捕
ま
え
る
た
め
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
工
学
的
視
点
か
ら
見

る
と
耐
震
性
な
ど
技
術
的
知
見

が
得
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
キ
ツ
ツ
キ
の
足
の
指

は
独
特
。
多
く
の
鳥
が
前
３

本
、
後
ろ
１
本
な
の
に
対
し
キ

ツ
ツ
キ
は
前
２
本
、
後
ろ
２

本
。
こ
の
形
状
は
自
由
に
木
の

幹
を
登
る
こ
と
が
で
き
、
ド
ラ

ミ
ン
グ
時
に
身
体
を
支
え
る
た

め
に
有
用
。

　
ま
た
キ
ツ
ツ
キ
の
舌
骨
に
は

頭
部
を
補
強
す
る
役
割
に
加

え
、
ド
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
耐
震

効
果
も
あ
る
。
さ
ら
に
長
い
舌

は
虫
を
食
べ
や
す
く
頭
蓋
骨
と

脳
の
間
に
す
き
間
が
な
い
こ
と

か
ら
脳
自
体
の
移
動
を
抑
制
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
ツ

ツ
キ
の
耐
衝
撃
シ
ス
テ
ム
は
く

ち
ば
し
の
特
異
形
状
と
頭
蓋
骨

内
の
海
綿
体
が
脳
脊
髄
液
に
影

響
を
与
え
な
い
仕
組
み
で
構
成

さ
れ
、
き
わ
め
て
多
機
能
に
で

き
て
い
る
。

　
神
経
細
胞
は
人
間
の
脳
に
２

０
０
億
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
地
球
上
で
最
も
未
開
拓
な

と
こ
ろ
は
南
極
、
チ
ベ
ッ
ト
、

ア
マ
ゾ
ン
で
も
な
く
、
ヒ
ト
の

脳
だ
ろ
う
。
ヒ
ト
の
大
脳
皮
質

は
生
後
早
期
に
発
育
す
る
た
め

胎
教
も
重
要
と
い
う
。
人
間
の

脳
回
路
の
詳
細
は
い
ま
だ
謎
が

多
い
。
脳
は
入
力
か
ら
出
力
層

が
一
元
で
で
き
る
強
み
が
あ

る
。
こ
の
階
層
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
用
い
て
開
発
し
た
の
が

年
に
特
許
出
願
し
た
知
的
ピ
ッ

チ
ン
グ
マ
シ
ン
だ
。

　
三
つ
の
ロ
ー
ラ
ー
で
球
を
投

げ
る
初
速
、
中
間
速
、
終
速
を

考
慮
し
た
マ
シ
ン
で
、
変
化
球

の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
も
設
定
し

た
。
球
が
三
つ
の
ロ
ー
ラ
ー
か

ら
回
転
方
向
と
速
度
を
調
整
し

て
変
化
球
を
生
む
。

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 １２月１９日 木曜日 　　


